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開
眼
す
る 

守
る
中
、
四
年
生
は
無
事
に
証
書
を

手
に
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ

の
後
一
人
一
人
が
自
分
の
気
持
ち
を

漢
字
に
表
し
、
夢
を
語
り
、
保
護
者

の
皆
様
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え

て
い
ま
し
た
。
「
私
が
選
ん
だ
漢
字

は
『
笑
顔
』
で
す
。
」
「
僕
の
夢
は
、

将
来
プ
ロ
テ
ニ
ス
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
な

っ
て
金
メ
ダ
ル
を
と
る
こ
と
で
す
。
」

「
お
父
さ
ん
は
朝
早
く
か
ら
み
ん
な

の
た
め
に
仕
事
を
し
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
。
」
「
お
母
さ
ん
と
一
緒
に

料
理
を
作
っ
て
い
る
時
が
一
番
楽
し

い
で
す
。
」
「
お
父
さ
ん
、
お
母
さ

ん
、
ず
っ
と
大
好
き
だ
よ
。
」
私
自

身
、
感
動
し
、
胸
が
熱
く
な
り
ま
し

た
。 ＊ 

 
 

＊ 
 
 

＊ 

二
月
二
日
に
は
、
『
夢
の
教
室
（
ユ

メ
セ
ン
）
』
を
五
年
生
で
実
施
し
ま

し
た
。
元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
女
子
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
）
選
手
の
杉
山
祥
子
先

生
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
実
技
と
夢

ト
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。
前
半
は
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
ゲ
ー
ム
と
言
っ
て
グ
ル

ー
プ
で
一
つ
の
目
標
を
達
成
す
る
競

技
で
す
。
最
初
は
ど
の
グ
ル
ー
プ
も

失
敗
す
る
の
で
す
が
、
杉
山
先
生
の

リ
ー
ド
に
よ
り
作
戦
を
練
っ
て
挑

み
、
見
事
成
功
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

後
半
は
教
室
で
杉
山
先
生
の
小
さ
い

こ
ろ
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
ま
で

の
お
話
を
、
夢
曲
線
を
描
き
な
が
ら

 一
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

校 

長 
 

渡
邊 

重
幸 

 

日
一
日
と
暖
か
さ
を
増
し
、
春

の
訪
れ
を
感
じ
る
季
節
と
な
り
ま

し
た
。
平
成
二
十
七
年
度
、
最
後

の
月
を
迎
え
ま
し
た
。 

 
今
年
度
も
運
動
会
、
移
動
教
室
、

社
会
科
見
学
、
学
芸
会
な
ど
様
々

な
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

一
つ
一
つ
の
行
事
が
終
わ
る
た
び

に
、
子
供
た
ち
の
成
長
を
感
じ
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
学
校
」
を
目
指 

し
て
こ
こ
ま
で
き
ま
し
た
が
、
ど 

の
学
年
、
ク
ラ
ス
も
、
笑
顔
で
ゴ 

ー
ル
が
迎
え
ら
れ
る
よ
う
最
後
ま

で
全
力
を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

＊ 
 
 

＊ 
 
 

＊ 

 
 

さ
て
、
二
月
十
三
日
に
は
『
二

分
の
一
成
人
式
』
を
行
い
ま
し

た
。
大
勢
の
保
護
者
の
皆
様
が
見

わ
か
り
や
す
く
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。
子
供
た
ち
も
真
剣
に
将
来
の
夢
を

夢
シ
ー
ト
に
書
い
て
い
ま
し
た
。 

 
 
 

＊ 
 
 

＊ 
 
 

＊ 

 
 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
一
年
間
、

教
育
活
動
を
支
え
て
い
た
だ
い
た
保
護

者
の
皆
様
、
地
域
の
皆
様
に
、
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

練
馬
区
立
豊
溪
小
学
校 

学
校
通
信 

３
月
号 

平
成
28
年
３
月
１
日
発
行 

 

２分の１成人式（4年生） 
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学
芸
会 

成
功
で
き
て 

う
れ
し
い
な 

 
 

 
 

 
 

飯
尾 

嶺 

忘
れ
な
い 

長
く
て
早
い 

思
い
出
を 

 
 

 
 

 
 

伊
藤 

悠
馬 

友
達
を 

い
っ
ぱ
い
つ
く
っ
た 

六
年
間 

 
 

 
 

 

今
田 

恒
暉 

小
学
校 

人
生
一
度
の 

思
い
出
だ 

 
 

 
 

 
 

 

上
村 

創
史 

三
月
に 

卒
業
す
る
よ 

さ
み
し
い
な 

 
 

 
 

 

大
久
保
璃
空 

毎
日
が 
楽
し
か
っ
た 

六
年
間 

 
 

 
 

 
 

 

加
藤 

貴
也 

た
く
さ
ん
の 
思
い
出
つ
ま
っ
た 

豊
溪
小 

 
 

 

神
木 

琉
那 

二
年
間 

い
ろ
ん
な
事
を 

が
ん
ば
っ
た 

 
 

 
 

川
村 

士
音 

学
芸
会 

が
ん
ば
っ
て
や
っ
た 

演
技
だ
ぞ 

 
 

 

坂
本 

和
優 

小
学
校 

楽
し
く
過
ご
せ
た 

六
年
間 

 
 

 
 

 

下
山 

大
哉 

き
も
だ
め
し 

み
ん
な
楽
し
く 

騒
い
で
た 

 
 

 

高
木 

翔
瑶 

運
動
会 

リ
レ
ー
の
選
手 
な
れ
ま
し
た 

 
 

 
 

武
内 

悠
斗 

六
年
間 

楽
し
か
っ
た 

豊
溪
小 

 
 

 
 

 
 

 

丹
野 

令
惟 

何
気
な
い 

友
と
の
会
話
を 

懐
か
し
む 

 
 

 
 

鳴
海 

遥
生 

六
年
間 

い
い
思
い
出
を 

あ
り
が
と
う 

 
 

 
 

馬
場 

拓
海 

運
動
会 

力
を
合
わ
せ
る 

組
体
操 

 
 

 
 

 
 

牧
野 

佑
聖 

思
い
出
が 

い
っ
ぱ
い
つ
ま
っ
た 

六
年
間 

 
 

 

松
下 

正
宏 

友
達
と 

ワ
イ
ワ
イ
遊
ん
だ 

中
休
み 

 
 

 
 

 

和
田 

瑛
成 

友
達
と 

笑
っ
て
過
ご
し
た 

日
々
だ
っ
た 

 
 

 
安
西 

里
織 

六
年
間 

お
世
話
に
な
っ
た 

豊
溪
小 

 
 

 
 

 

五
十
嵐
彩
矢 

楽
し
か
っ
た 

移
動
教
室 

地
引
き
網 

 
 

 
 

 

猪
俣 
碧 

組
体
操 

力
を
合
わ
せ 

組
み
立
て
た 

 
 

 
 

 

岡
野 
遥 

友
達
と 

楽
し
く
笑
っ
た 

六
年
間 

 
 

 
 

 
 

木
曾 

陽
花 

あ
り
が
と
う 

泣
い
て
笑
っ
た 

六
年
間 

 
 

 
 

工
藤 

鈴
葉 

学
芸
会 

大
き
な
声
で 

演
技
し
た 

 
 

 
 

 
 

小
島 

柚
葉 

友
達
と 

は
し
ゃ
ぎ
す
ぎ
た 

六
年
間 

 
 

 
 

 

塩
尻 

華
子 

六
回
目 

校
庭
の
桜 

楽
し
み
だ 

 
 

 
 

 
 

 

髙
橋
か
の
ん 

六
年
の 

運
動
会
は 

感
動
だ 

 
 

 
 

 
 

 
 

福
田 

麻
結 

あ
り
が
と
う 

楽
し
か
っ
た
な 

六
年
間 

 
 

 
 

藤
田 

瑞
月 

六
年
間 

楽
し
い
思
い
出 

あ
り
が
と
う 

 
 

 
 

保
科 

歩
美 

運
動
会 

み
ん
な
で
わ
い
わ
い 

六
年
間 

 
 

 
 

曲
山 

未
玖 

六
年
間 

思
い
出
い
っ
ぱ
い 

忘
れ
な
い 

 
 

 
 

 

宮
下
ま
さ
き 

卒
業
式 

悲
し
い
け
れ
ど 

泣
か
な
い
よ 

 
 

 
 

 

横
内 

詩 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆☆  ６年生を送る会 ☆☆   

３月４日（金）の３・４校時に行われます。６年生の 

卒業を祝うとともに、今までお世話になった６年生に在 

校生が感謝の気持ちを表す行事です。 

どの学年も６年生を送る会に向けて、アイディアを出 

し合いながら、練習に取り組んでいます。毎年５年生が 

中心になって、自分たちの力でいろいろな準備や当日の 

運営を行います。このような自主的な活動を通して、責 

任感や実行力を育て、最高学年となる自覚を高めていき 

ます。 

６年生は今までの成長を下級生に見せ、卒業までの思 

い出の一つとして大切にしてほしいと思います。 

（特別活動主任 生松 まり子） 

 

 

 

 

（特別活動主任 生松 まり子） 

たてわり班交流給食 

 ６年生を送る会に先駆けて、 

２月２４日（水）には、たてわり班で集まり

給食を食べました。 

 縦割り班の中でグループを作り、６年生の

名前に合わせて「あいうえお作文」を考え、

なごやかに楽しく会食することができまし

た。 

今年は、６年生の似顔絵を１年生が、あい

うえお作文の仕上げを４年生が担当しまし

た。送る会終了後、ランチルーム前の廊下に

掲示します。ご覧ください。 

 

 
春 休 み の 生 活 

今年度は 3月 26日（土）から 4月 5日（火）までが春休みで
す。春休み中は新たな学年への期待と不安を抱える時期です。子
供たちの様子を見ていただき、不安そうな態度を感じた際には、
これまでの楽しい経験を話してあげたり、新しい生活へ向けての
目標を家族で話し合ったりしながら緊張をほぐしてあげるなど、
心の面でサポートをしていただければと思います。 
 また、新たな学年に向けて強い思いがあるお子さんには意欲が
持続するよう、足りなくなった学習用具を揃えたり、学習でつま
ずいているところを復習したりして、スムーズなスタートが切れ
るようご配慮をお願いします。（学習用具を揃える場合には保護
者会で配布した学習ルールを参考にしてください。） 
 そして、規則正しい生活を送り、交通事故や事件に巻き込まれ
ることなく安全に気を付けながら過ごし、始業式の日には元気な
顔が揃うことを願っています。 （生活指導主任  黒田 献） 

東京都公立学校美術展覧会 
 
先日の練馬区書きぞめ展では、硬筆

12 点、毛筆 12 点の計 24 点を本校から

出品しました。実際に作品が展示された

会場を見渡すと、どの学校も力作揃いで

大変見応えのあるものでした。そのよう

な中で今年は、３年１組の原捺桔さんの

作品が、東京都公立学校美術展覧会に出

品する作品として選ばれ、２月に東京都

美術館で展示されました。これを契機に

次年度以降、本校における書写への関心

がさらに高まると良いです。 

（書写担当  黒澤 慶子） 
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お知らせ 

◆1 年間ありがとうございました。 

平成２７年度も残すところわずかとなりました。

ＰＴＡ役員の皆様をはじめ、数多くの保護者の皆様、

ボランティアの皆様、地域の皆様にはたいへんお世

話になりました。また、子供たちのために絶大なる

お力添えを賜りましたことと、本校の教職員に対し

心温まる励ましをいただきましたことを心より深く

感謝申し上げます。     

次年度も一層のご理解とご支援を賜りますよう、

どうぞよろしくお願い申し上げます。  

（副校長 日髙 陽子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員会活動 ～１年間の活動から～ 

 今年度、本校では代表、集会、図書、保健、放
送、運動、環境の７つの委員会で１年間６年生と
５年生の児童が活動をしました。 
 様子を見ていると、どの委員会も６年生が最高
学年として５年生を引っ張っていました。時には
直接声をかけて、また時には言葉を発さず行動
で、５年生に仕事の内容や心意気を示しました。 
４月からいよいよ、今の５年生が最高学年とな

り下級生を引っ張る番。自分たちが主となって考
えたり、計画したりします。ぜひともこの１年間
で先輩から学んだことを心に留め、来年度の委員
会活動に取り組んでほしいと思います。 

（委員会担当  松尾 哲志） 

＊クラブ活動＊ 

先日のクラブ見学は、あいにくの雨天でしたが、

全てのクラブを見て回ることができました。３年生

は、高学年の説明を良く聞き、興味津々な様子でし

た。来年度に向け、子供たちの希望を聞きながら、

新設のクラブについても現在考案中です。 

今年度のクラブ活動も残りわずかです。子供たち

はこの１年間、学級や学年を超えて協力し合い、自

分の興味のある活動に意欲的に取り組んでこられた

と思います。来年度も、楽しく有意義なクラブ活動

の時間にしてほしいと願っています。 

（クラブ担当 小野関 真梨奈） 

ラ
ン
ド
セ
ル 

六
年
間
も 

あ
り
が
と
う 

 
 

 
 

 
 

五
十
嵐 

海
人 

六
年
間 

す
べ
て
の
日
々
が 

宝
物 

 
 

 
 

 
 

 
 

尾
前 

将
樹 

忘
れ
な
い 

六
年
間
の 

思
い
出
を 

 
 

 
 

 
 

  

会
田
幸
太
郎 

六
年
間 

学
校
行
く
道 

あ
り
が
と
う 

 
 

 
 

 
 

 

加
藤 

大
地 

思
い
出
を 

卒
業
式
で 

振
り
返
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

清
宮 

大
翔 

六
年
間 
楽
し
い
こ
と
が 

た
く
さ
ん
だ 

 
 

 
 

 
 

佐
藤 

楓
汰 

六
年
生 

こ
れ
で
最
後
の 

学
芸
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

佐
原 

圭
祐 

六
年
生 

一
生
消
え
な
い 

心
か
ら 

 
 

 
 
 

 
 

  

四
竈 

遥
稀 

毎
日
が 

思
い
出
に
な
っ
た 

小
学
校 

 
 

 
  

  
   

清
水 

魁
星 

五
年
間 

あ
こ
が
れ
て
い
た 

六
年
生 

 
 

 
 

 
 

 

高
沼 

樹
希 

入
学
式 

友
達
で
き
る
か 
ド
ッ
キ
ド
キ 

 
 

 
 

 
 

長
谷 

志
祐 

こ
れ
ま
で
で 

得
意
な
社
会 
で
き
ま
し
た 

 
 

 
 

 

樋
口 

ヒ
カ
ル 

今
ま
で
の 

友
達
た
ち
に 

感
謝
す
る 

 
 

 
 

 
 

 

藤
田 

真
大 

た
く
さ
ん
の 

友
達
で
き
た 

学
校
で 

 
 

 
 

   
 

堀
切 

彩
秀 

最
後
ま
で 

六
年
間
を 

大
切
に 

 
 

 
 

 
 

  
  

本
地 

凛
也 

跳
び
箱
で 

八
段
跳
べ
て 

よ
か
っ
た
よ 

 
 

 
 

 
 

牧
野 

颯
摩 

友
達
と 

力
合
わ
せ
た 

運
動
会 

 
 

  
  

 
  

  
  

 

松
田 

祐
輝 

小
学
校 

み
ん
な
と
お
別
れ 

さ
み
し
い
な 
 

  
  

  

松
田 

嶺
悟 

友
達
と 

過
ご
し
た
日
々
は 

宝
物 

 
 

 
 

  
  

  
山
中 

周 

六
年
間 

み
ん
な
と
歩
ん
だ 

道
し
る
べ 

 
 
  

  
  

  
五
十
嵐 

遥
香 

こ
の
日
ま
で 

み
ん
な
と
共
に 

頑
張
っ
た 

 
 

 
 

 

石
井 
琳
々
香 

六
年
間 

楽
し
い
行
事 

や
っ
た
よ
ね 

 
 

 
 

 
 

 

上
原 
樹
莉 

話
し
て
る 

時
間
も
一
つ
の 

思
い
出
に 

 
 

 
 

  

開
田 

麗 

二
年
間 

先
生
た
ち
に 

感
謝
す
る 

 
 

 
 

 
 

  

木
本 

あ
み 

こ
の
机 

授
業
た
く
さ
ん 

学
ん
だ
よ 

 
 

 
 

 
  

鷦
鷯 

菜
摘 

思
い
出
が 

た
く
さ
ん
あ
っ
た 

六
年
間 

 
 

 
  

  
 

佐
々
木 

悠
菜 

ラ
ン
ド
セ
ル 

今
ま
で
ず
っ
と 

あ
り
が
と
う 

 
 

  

下
田 

ま
り
ん 

桜
舞
い 

六
年
間
を 

送
る
時 

 
  

  
  

  
 
  

  
  

 

関
口 

沙
耶 

六
年
間 

思
い
出
い
っ
ぱ
い 

豊
溪
小 

 
 

 
  

  
   

千
木
良 

優
希 

思
い
出
の 

六
年
間
を 

忘
れ
な
い 

 
 

 
 

 
  

 

鳥
居 

千
菜
美 

大
切
な 

思
い
出
で
き
た 

六
年
間 

 
 

 
 

 
  

 

長
谷
川 

未
来 

ラ
ン
ド
セ
ル 

い
ま
ま
で
い
つ
も 

あ
り
が
と
う 

 
  

山
下 

実
結 

   

◇主事室より◇ 
 今年は、暖冬との予報でしたが、２月に入っても

底冷えする日もあります。それでも子供たちは、元

気に校庭を走り回っています。豊溪小は自然豊かな

学校です。それに加え、現在は芝生もあり主事の仕

事は少なくありません。今は芝生も冬眠の時期です

が、春になると豊溪小に桜が咲き、一気に緑が生い

茂ると同様、芝生もきれいな緑になってきます。み

んなが待ちわびた芝生で遊べる様、これからも手入

れをし続けます。もう少し待っていてくださいね。 

（用務主事一同） 
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平成２７年度　　　３月　行事予定　　授業日数１７日・１８日

日 曜 行　　　　事 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

1 火 安全指導・安全点検 5 5 5 6 6 6

2 水 ※4時間授業　卒業の会（６） 4 4 4 4 4 6

3 木 5 5 6 6 6 6

4 金 ６年生を送る会（３４校時） 5 5 6 6 6 6

5 土

6 日

7 月 クラブ⑱最終 4 5 5 6 6 6

8 火 5 5 5 6 6 6

9 水 5 5 5 5 5 5

10 木 5 5 6 6 6 6

11 金 5 5 6 6 6 6

12 土

13 日

14 月 ※５時間授業（2～6年）　PTA総会 4 5 5 5 5 5

15 火 5 5 5 6 6 6

16 水 5 5 5 5 5 5

17 木 5 5 6 6 6 6

18 金 5 5 6 6 6 6

19 土

20 日 春分の日

21 月 振替休日

22 火 5 5 5 6 6 6

23 水 大掃除(５時間目)　給食最終日 5 5 5 5 5 5

24 木 修了式 2 2 2 4 4 4

25 金 卒業式 0 0 0 3 3 3

26 土

6 水 始業式　入学式

7 木 給食始（2～6年） 3 5 5 5 5 5

３月　時数予定

※３月の避難訓練は「予告なし」で行います。

４月当初予定

下校時刻　2年11:10　3～5年9:20　6年12:00　
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 ３月の生活目標 

1 年間を振り返り、 

新しい学年への準備をしよう 
 

○気持ちのよいあいさつをしよう 

○後始末をきちんとし、学校をきれいにしよう 

○集まりを素早くし、時間をしっかり守ろう 

 3 月は別れの月。クラス替えのある学級は友達や

先生との、また、6 年生は小学校生活とのお別れに

なります。慣れ親しんだ環境が変わるのは、いつも

さみしさや不安がつきまといますが、「別れは新たな

出会いの始まり」と考え、前向きに捉えていきたい

ものです。新たな一歩を踏み出すためにも今までの

出会いを大切に、残りの日々を楽しく充実して過ご

せるよう、心掛けたいものです。 

 


